






ational Association of Scientiﬁc ,Technical and Medical Publishers・Associ
ation of American Publishers）の提唱をきっかけに考案された識別子である。1
997年開催のフランクフルトブックフェアで初めて公開された。DOIシステムは現




































IDFが認可しているRAは、Airiti,inc・CrossRef・China National Knowledge In
frastructure・DataCite・Entertainment Identiﬁer Registry（以下EIDRと略す）・
The Institute of Scientific and Technical Information of China（以下ISTICと
略す）・Japan Link Center（以下JaLCと略す）・Multilingual European DOI R















おり、2010年にはInternational Organization for Standardizationによる国際規格
の認定を受けた。着実に国際標準の位置を占めつつあり、全世界からの接続を視野
に入れるコンテンツにとって有益な識別子になっている。
加えて、2012年には日本で唯一のRAであるJaLCが設立された。デジタル化する主
体の多様性など独自の問題もあって進んでいなかった、日本発の学術コンテンツの
DOI登録を推進する組織である。直接の登録を受け付ける窓口としてだけではなく、
英語圏での検索によりかかり易くなるCrossRef・DataCiteを通しての登録を仲介す
るそれとしても機能し始めている。この新組織の設立によって、日本での登録に立ち
はだかる障壁は、以前とは比較にならないほど低くなった。日本古典籍の画像を国
際的な研究の場に供するに際して、DOIを利用する環境は整っていると見ることがで
きる。
但し、課題もある。学術コンテンツに話を限っても、DOIが付与される対象の多様
化は顕著である。論文の表題のみならず、論文中に提示される研究データや図表の一
々にまで付与される例が増えてきている。このような状況下で求められるのは、何
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の、どのレベルに付与するのが効果的なのかの見極めであろう。そして、その結論は
おそらく、学問分野やコンテンツの用途の差異に左右される。しかし、いずれの分野
・コンテンツに関しても、見極めの作業は緒に就いたばかりである。古典籍データベ
ースの場合も、利用者に配慮した独自の判断が必要になる。
参考資料
DOI Handbook
http://www.doi.org/hb.html
ジャパンリンクセンター運営委員会編「ジャパンリンクセンターとは何か －その成り立
ちと基本方針－」（2014年）
https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_policy.pdf
ジャパンリンクセンター編「ジャパンリンクセンター（JaLC）概要」（2015年）
https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_introduction.pdf
〔付記〕以上の情報は、全て2015年3月末時点のものである。
